








 

 
 
５．経営上の問題点及び当面の重点経営施策（上位３項目） 
 

○経営上の問題点として、製造業の「売上の停滞・減少」が１５期振りに第１位となる 

経営上の問題点として、前回２位の「原材料高(36.4％)」と４位の「同業者間の競

争激化(29.2％)」が逆転し、第１位が「売上の停滞・減少(46.2％)」、第２位が「同

業者間の競争激化(32.5％)」、第３位は「利幅の縮小(32.2％)」となり、「売上の停滞・

減少」の問題が大きくなったかたちです。 
製造業では、原材料高の経営への圧迫が緩和し、１３期連続で第１位だった「原材

料高」が今回２位となり、前回２位の「売上の停滞・減少(29.8％)」が今回 43.5％で

１４期振りに第１位となりました。 
当面の重点経営施策については、上位３項目の順位に変化はなく、第１位「経費を

節減する(64.6％)」、第２位「販路を広げる(43.0％)」、第３位「人材を確保する

(16.1％)」となっています。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 

６．今回の特別調査－「平成２１年の経営見通し」 
【設問に対する回答上位３位まで】 

                                                          （単位：％） 

設     問 第  １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 

問 

１ 

平成２１年の日本の景気

見通し 
悪い ４５．５ やや悪い ３３．５ 非常に悪い １４．９

問 

２ 

平成２１年の貴社の業況

（景気）見通し 

 

やや悪い ４５．５ 普通 

 

２３．６ 悪い １９．８

問 

３ 

平成２１年の貴社の売上

額(伸び率)見通し 
１０％未満の減少 ３８．４ 変わらない ２７．６ １０～１９％の減少 １２．６

問 

４ 

貴社の業況が上向く転換

期の見通し 

業況改善の見通しは

立たない 
２５．２ ３年後 １９．１ ３年超 １７．６

問 

５ 

重点的に取り組むべき政

策課題 

【複数回答】 

事業・産業支援によ

る景気対策 
７２．２ 中小企業対策の充実 ５７．６ 消費税等の税制対策 ２２．５

 

（設問項目１）平成２１年の日本の景気見通し 

平成２１年の日本の景気見通しついては、金融危機と世界的な景気後退が企業の景況

感に大きく影を落としたことから、第１位から第３位まで「悪い」・「やや悪い」・「非常

に悪い」が 93.9％を占める厳しい見通しとなっています。 
（設問項目２）平成２１年の貴社の業況（景気）見通し 

自社の業況の見通しは、第１位「やや悪い」(45.5％)、第２位｢普通」23.6％、第３

位「悪い」19.8％と、日本の景気悪化の見通しから「悪い」と「やや悪い」が増加し

ていますが、当地域の景気見通しは全国より強めの見通しとなっています。 
（設問項目３）平成２１年の貴社の売上額(伸び率)見通し 

第１位「10％未満の減少」(38.4％)、第２位「変わらない｣（27.6％）、第３位「10～
19％の減少」(12.6％)、第４位「20～29％の減少」（5.6％）と続き、売上額の見通しは、

設問２の自社の業況の見通しとほぼ比例した結果となっています。 
（設問項目４）貴社の業況が上向く転換期の見通し 

前年同様「業況改善の見通しは立たない」(25.2％)が第１位ですが、前年より 6.3％減

少しており、先行き不透明感が弱まっています。また、転換期を「６ヶ月以内｣(4.7％)
から「１年後」(13.2％)、「２年後」(12.9％)、「３年後」(第２位 19.1％)までとしてい

る企業が 49.9％あり、約半数の企業が上向く転換期を３年以内と見ています。 
（設問項目５）重点的に取り組むべき政策課題 

「事業・産業支援による景気対策」72.2％、「中小企業対策の充実」57.6％、また、「消

費税等の税制対策」22.5％と、多くの企業が行政に対し資金繰り支援や税制面からの支

援を期待しています。 
 

以上 

 

 
 
 
 
 

くれしん景況レポートに関する問い合わせはこちらまでどうぞ！ 
呉信用金庫 経営企画グループ TEL0823－25－6822 FAX 0823－25－9925 
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